COVID-19状況下での保健医療系大学の遠隔授業・臨地実習の対応－公立大学協会看護保健医療部会による調査結果から（第3報）－ by 菱沼 典子 et al.
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項 目 件 割合
シミュレーション（ペーパーペイシェント） 4 （66.7%）
シミュレーション（模擬患者） 3 （50.0%）
時期を変更して実施予定 2 （33.3%）
シミュレーション（シミュレーター） 1 （16.7%）
講義に変更 1 （16.7%）
－ 46 －
アイゴーグル・フェースシールドの持参〕〔個人防護
具の持参〕〔実習前のPCR検査〕〔実習施設独自の健
康チェックを受ける〕〔感染対策の動画をe-learning
で視聴〕 〔東京都へ移動した者は2週間の健康観察が
必要〕が挙げられた。 
６．今回の経験が今後の教育にもたらす変化 
この項目は自由記載で意見を求め、8大学から回答
があった。講義、演習の授業に関する意見を表6に、
臨地実習に関する意見を表7に示す。 
Ⅳ．考察
今回の調査結果は、保健医療系（理学療法学科、作
業療法学科、放射線学科等）の10大学のデータであり、
限られた範囲の状況把握になった。しかし、遠隔授業
を実施している実態や、臨地実習が実施できない、あ
るいは変更して実施している状況は、看護系の大学1, 2）
と同様であった。 
違いがみられたのは、①Wi-Fi環境のない学生に対
し、看護系では購入を勧めたのが34.2%であったの
に対し、保健医療系では70%であったこと、②演習
について、講義への振り替が少なく、演習時間を変更
せず確保していたのは看護系が32.4%であったが、
保健医療系では70%であったこと、③これに連動し、
演習の代替に既存の映像教材を使用したのが、看護系
では94.6%、保健医療系では60%であったこと、④
7月までの実習について、保健医療系では100%が時
間数を変更していたが、看護系は56.6%であったこ
とであった。これらの違いの要因は、今回の調査から
は読み解けないが、演習の取り組み方に多少の差があ
ると察せられた。2020年度は、理学療法士作業療法
士学校養成施設指定規則が改訂され、総単位数も実習
単位数も増加した新カリキュラムが開始したところで
あった。新カリキュラムの運営が、遠隔授業から開始
されたことは、負荷が大きかったものと推測される。 
COVID-19による遠隔授業の実施状況は、他の調査
でも同様の結果3）であるが、本調査から、COVID-19
が終息したのちも遠隔授業を取り入れるという意見が
得られた。COVID-19により、急に導入されたITC
であったが、大学教育の方法の一つとして、今後の教
育においても活用が見込まれる。遠隔授業、対面授業
の利点、欠点を見極め、平時においても適切に用いて
いくことは、教育内容の整理、通勤通学時間の削減に
もつながるであろう。その一方で、教員のスキルアッ
プが必要になろう。 
臨地実習に関しては、保健医療系でも非常に大きな
影響を受けていた。今後どういう形で臨地実習を行え
るかは、医療系で共通する検討課題になっている。今
回、臨地で実習ができなかった時間を、遠隔授業や学
内で課題に取り組んだことにより、学生の実習前の準
備状態が整い、実習の効果が上がるのではないかとい
う期待が示された。実習前の学習の充実により、臨地
実習場での実習時間の考え方が変化するかもしれない。
COVID-19による今回の経験が、これからの医療人
の教育に活かされることを期待する。
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表６　授業に関する意見
表７　臨地実習に関する意見
内 容 件
遠隔授業の有用性・今後も活用 3
対面授業の重要性 1
技術伝達における対面演習の重要性 1
オンラインと対面のハイブリットを検討 1
遠隔授業により非常勤講師の移動負担が軽減 1
教育内容の見直しと厳選化 1
デジタル教材作成のスキルアップ 2
ICT教育への教員の関心を高めること 1
内 容 件
臨地実習の教育内容の転換 1
実習前の動画や課題による学習で実習の効果が上がる 1
臨地実習は困難になる 1
感染予防対策は今後も続く 1
模擬患者・ペーパーペイシェントの活用 1
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